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新
年
に 

あ
れ
こ
れ
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
て
い
る
う
ち
に
、 

ま
た
一
年
が
め
ぐ
り
ま
し
た
。 

四
〇
℃
の
夏
が
あ
り
、 

柿
が
異
様
に
み
の
り
、 

コ
メ
が
倍
値
で
売
ら
れ
、
熊
の
影
に
お
び
え
ま
し
た
。 

(

「
八
〇
年
」
で
あ
り
、「
一
〇
〇
年
」
で
も
あ
り
ま
し
た) 

ク
ロ
ー
バ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
日
々
黙
々
と
、 

出
会
い
、
関
わ
り
合
い
、
気
に
か
け
合
い
ま
し
た
。 

年
代
、
性
別
、
国
籍
が
違
っ
て
も
、
思
想
や
宗
教
が
違
っ
て
も
、 

人
は
人
と
助
け
合
え
る
と
思
う
の
で
す
。 

〈
対
立
〉
を
あ
お
る
の
は
、
ま
っ
ぴ
ら
で
す
。 

に
ん
げ
ん
へ
の
信
頼
を
手
放
さ
ず
、 

新
年
を
は
つ
ら
つ
と
、
機
嫌
よ
く
始
め
た
い
で
す
。 

二
〇
二
六
年 

正
月 

 
 
 

山
下
幾
雄(

理
事
長) 

 

←干支の馬（マキバオー）を【ヴィーナスの誕生】 

（ボッティチェッリ作）に見立ててデザイン。 

毛糸と色紙を使って作られました。 

  （デイサービス利用者制作） 

 

 



 

 

松
本
清
張
と
筑
豊 

清
張
は
小
倉
出
身
で
あ
る
。

西
小
倉
駅
か
ら
南
に
延
び
る
道

路
は
、
清
張
通
り
と
名
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
小
倉
城
の
西
側
に

当
た
る
沿
道
に
は
、三
十
年
前
、

北
九
州
市
立
清
張
記
念
館
が
で

き
た
。
清
張
の
書
斎
と
そ
れ
に

つ
づ
く
書
庫
が
、
東
京
か
ら
移

さ
れ
た
。
二
十
三
万
冊
の
蔵
書

に
圧
倒
さ
れ
る
。 

 

北
九
州
を
舞
台
に
し
た
作
品

は
二
十
作
以
上
入
で
き
な
い
欲

ま
み
れ
、
ド
ロ
あ
る
。 

こ
こ
で
は
、
筑
豊
が
出
て
く

る
作
品
を
、
五
作
紹
介
す
る
。

長
編
の
『
け
も
の
み
ち
』(

一
九

六
四)

。
東
京
が
舞
台
だ
が
、
満

洲
、
筑
豊
の
石
炭
、
政
財
界
の

黒
幕
と
い
う
三
題
噺
み
た
い
な

老
人
と
、
そ
の
周
り
の
人
間
た

ち
の
話
で
あ
る
。
東
宝
で
映
画

化
も
さ
れ
て
い
る(

一
九
六
五)

。

池
内
淳
子
、
池
部
良
、
小
林
桂

樹
、
伊
藤
雄
之
助
ら
が
出
る
、

東
宝
と
し
て
は
エ
ロ
い
映
画
で

あ
る
。
ど
の
人
物
に
も
感
情
移

ド
ロ
の
映
画
。
監
督
は
須
川
栄

三
。
大
藪
春
彦
の
『
野
獣
死
す

べ
し
』(

一
九
五
九)

を
仲
代
達
矢

で
撮
っ
た
関
西
人
で
あ
る
。 

『
真
贋
の
森
』(

一
九
五
九)

は

Ｉ
市(

飯
塚)

の
炭
鉱
町
に
住
む
、

贋
作
画
家
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
、

ひ
と
儲
け
を
企
む
男
た
ち
の
話

し
。
『
火
の
記
憶
』(

一
九
五
五)

は
、
幼
い
頃
、
母
と
あ
る
男
に

連
れ
ら
れ
て
見
た
火
は
、
炭
鉱

の
ボ
タ
山
で
自
然
発
火
す
る
火

だ
っ
た
と
、
夜
汽
車
の
車
窓
か

ら
の
火
を
見
て
気
が
つ
く
。
一

気
に
幼
児
の
記
憶
が
、
筋
道
た

て
て
明
ら
か
に
な
る
。 

 

『
遠
く
か
ら
の
声
』(

一
九
五

九)

、
連
作
『
絢
爛
た
る
流
離
』

の
第
一
話「
土
俗
玩
具
」に
は
、

飯
塚
市
幸 こ

う

袋
ぶ
く
ろ

が
登
場
す
る
。

柳
原
燁
子

や

な

ぎ

は

ら

あ

き

こ(

白
蓮

び
ゃ
く
れ
ん)

が
十
年
す
ご

し
た
石
炭
王
伊
藤
伝
右
衛
門
の

超
大
邸
宅
が
あ
る
土
地
で
あ
る
。 

柳
原
燁
子(

一
八
八
五
～
一
九
六
七) 

 

公
家
出
身
の
柳
原
前
光

さ

き

み

つ

伯
爵

と
柳
橋
の
芸
者
お
り
ょ
う
の
間

に
燁
子
は
生
ま
れ
た
。
お
り
ょ

う
の
父
新
見

し

ん

み

正
興

ま

さ

お

き

は
、
日
米
修

好
条
約
批
准
書
交
換
使
節
の
正

使
と
し
て
渡
米
、
幕
府
外
国
奉

行
だ
っ
た
。
事
故
に
備
え
て
随

伴
し
た
の
が
、
勝
海
舟
や
福
沢

諭
吉
の
乗
っ
た
咸
臨
丸
で
あ
る
。

母
は
大
久
保
彦
左
衛
門
の
家
系
。 

 

前
光
の
妹
愛
子

な

る

こ

は
明
治
天
皇

に
仕
え
、
大
正
天
皇
の
生
母
で

あ
る
。
つ
ま
り
燁
子
は
、
大
正

天
皇
の
い
と
こ
に
な
る
。 

 

十
六
歳
で
分
家
の
京
都
北
小

路
家
の
養
女
と
な
り
、
北
小
路

資 す

け

武 た

け

と
結
婚
す
る
。
一
子
功
光

い

さ

み

つ

を
も
う
け
る
が
、四
年
で
離
婚
。

柳
原
家
に
四
年
間
幽
閉
さ
れ
る
。

二
十
三
歳
で
カ
ナ
ダ
系
メ
ソ
ジ

ス
ト
派
の
東
洋
英
和
女
学
校
に

入
る
。
寮
生
活
を
送
る
。
こ
こ

で
、
『
赤
毛
の
ア
ン
』
全
十
巻

を
翻
訳
し
た
村
岡
花
子
と
親
友

と
な
る
。
花
子
は
八
歳
年
下

だ
っ
た
が
、
親
交
は
生
涯
つ
づ

い
た
。 

 

一
九
一
一
年
二
十
六
歳
で
、

二
十
五
年
上
の
筑
豊
の
伊
藤
伝

右
衛
門
と
結
婚
。
筑
豊
の
現
飯

塚
市
幸
袋
に
移
る
。 

 

住
む
世
界
も
育
ち
も
違
う
伝

右
衛
門
と
は
心
も
通
わ
ず
、

佐
々
木
信
綱
の
竹 ち

く

柏 ば

く

会
で
、
歌

に
救
い
を
求
め
る
。
竹
柏
会
に

は
、
村
岡
花
子
も
入
会
さ
せ
て

い
る
。
九
条
武
子
も
い
た
。
武

子
は
、
西
本
願
寺
門
主
大
谷
光 こ

う

尊 そ

ん(

明
如

み
ょ
う
に
ょ

上
人)

の
娘
で
、
兄
は

西
域
探
検
を
し
た
光 こ

う

瑞 ず

い

で
あ
る
。 

 

歌
や
小
説
、
戯
曲
な
ど
を
、

竹
下
夢
二
の
豪
華
な
装
丁
で
出

版
し
た
燁
子
は
、
白
蓮
と
名

の
っ
た
。 

宮
崎
龍
介(

一
八
九
二
～
一
九
七
一)

 

 

一
九
二
一
年
十
月
、孫
文
を
支

援
し
た
宮
崎
滔
天
の
息
子
龍
介

と
出
奔
。
龍
介
は
東
大
の
社
会

主
義
グ
ル
ー
プ
「
新
人
会
」
で

活
動
し
て
い
た
。
吉
野
作
造
は

映画･本･歴史のこ

有田誠(ありたまこと) 京丹波町在住の映画愛好家 
写真は 70年代に廃線が相次いだ筑豊の国鉄(筆者撮影) 

 



 

 

そ
の
顧
問
だ
っ
た
。 

 
龍
介
の
母
槌
子

つ

ち

こ

は
、
豪
農
前

田
案
山
子

か

か

し

の
三
女
。
姉
の
卓
子

つ

な

こ

は
夏
目
漱
石
『
草
枕
』(

一
九
〇

六)

の
那
美
の
モ
デ
ル
で
、
案
山

子
も
「
志
保
田
の
隠
居
」
と
し

て
登
場
す
る
。
自
由
民
権
運
動

の
闘
士
で
あ
っ
た
。 

 

龍
介
は
、
吉
野
作
造
ら
の
黎

明
会
の
機
関
誌
『
解
放
』
の
原

稿
依
頼
の
た
め
、
別
府
の
別
邸

に
白
蓮
を
訪
ね
た
。
こ
れ
が
、

二
人
の
出
あ
い
だ
っ
た
。 

白
蓮
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル 

 

姦
通
罪
の
あ
っ
た
時
代
で
あ

る
。
宮
内
省
に
激
震
が
走
っ
た
。 

 

燁
子
は
大
正
天
皇
の
い
と
こ

で
あ
る
。
異
腹
の
兄
義
光
は
伯

爵
で
貴
族
院
議
員
、
そ
の
姉
信

子
は
、
東
宮
侍
従
長
入
江
為 た

め

守 も

り

の
妻
で
あ
っ
た
。 

 

華
族
が
不
義
密
通
の
子
を
懐

妊
、
華
族
を
監
督
す
る
宮
内
官

僚
た
ち
は
、
い
か
に
責
任
逃
れ

を
す
る
か
で
汲
々
と
な
る
。
内

田
良
平
の
「
黒
龍
会
」
が
、
宮

内
省
を
お
ど
し
、
金
を
せ
し
め

る
。
兄
義
光
は
、
貴
族
院
議
員

の
引
責
辞
任
を
半
年
も
拒
み
つ

づ
け
る
。
宮
内
次
官
の
関
屋
貞

三
郎
は
、
一
介
の
右
翼
に
「
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
」
と
お
伺
い

を
た
て
て
い
る
。
岡
本
喜
八
監

督
の
テ
ン
ポ
の
よ
い
演
出
で
ド

タ
バ
タ
喜
劇
に
な
り
そ
う
。 

 

龍
介
に
も
、｢

国
賊｣

、
「
悪

党
」
の
手
紙
が
山
と
届
く
。
暴

力
団
が
家
の
前
に
た
む
ろ
す
る
。

右
翼
が
来
た
と
き
は
、
腹
に
真

綿
を
ま
い
て
対
応
し
た
。 

 

出
奔
翌
日
の
大
阪
朝
日
新
聞

に
は
、
白
蓮
の
伝
右
衛
門
へ
の

絶
縁
状
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の

二
日
後
か
ら
は
、
四
日
続
け
て

大
阪
毎
日
新
聞
に
伝
右
衛
門
の

「
反
論
」
が
載
っ
た
。 

 

十
一
月
に
入
っ
て
、
東
京
駅

で
原
敬
首
相
が
暗
殺
さ
れ
た
が
、

白
蓮
事
件
は
そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス

よ
り
も
、世
の
中
を
騒
が
せ
た
。 

 
宮
崎
滔
天
は
こ
の
事
件
の
あ

と
、
五
十
一
歳
で
死
ん
で
し
ま

う
が
、
龍
介
に
「
ど
う
し
よ
う

も
な
く
な
っ
た
ら
、
お
前
と
二

人
で
心
中
し
て
も
い
い
。
線
香

ぐ
ら
い
は
、
仏
前
に
立
て
て
や

る
」
と
言
っ
た
。 

 

白
蓮
は
、
し
ば
ら
く
京
都
大

徳
寺
近
く
の
尼
寺
に
い
た
。
伝

右
衛
門
と
燁
子
の
仲
人
だ
っ
た

樺
山

か

ば

や

ま

常
子

つ

ね

こ(

白
洲
正
子
の
祖
母)

は
、
綾
部
大
本
教
の
出
口
王 お

仁 に

三
郎

さ

ぶ

ろ

う

に
相
談
す
る
。
王
仁
三
郎

は
、
海
軍
士
官
時
代
か
ら
信
者

で
あ
っ
た
宇 う

城 し

ろ

信 の

ぶ

五 ご

郎 ろ

う

に
燁
子

を
託
す
。
東
京
商
工
会
会
頭
中

野
武
営

た

け

な

か

の
息
子
岩 い

わ

太 た

の
綾
部
和

知
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
別
荘
松

雲
閣
に
燁
子
は
移
っ
た
。
第
一

次
大
本
弾
圧
事
件
は
、
一
九
二

一
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
王

仁
三
郎
も
弾
圧
後
、
松
雲
閣
に

移
っ
て
い
た
。 

白
蓮
事
件
後 

龍
介
と
燁
子
は
そ
の
後
、
正

式
に
結
婚
、二
人
の
子
供
香
織

か

お

り

、

蕗
苳

ふ

き

と
と
も
に
東
京
で
暮
ら
す
。

学
徒
出
陣
の
香
織
は
、
鹿
児
島

県
串
木
野
で
米
軍
の
爆
撃
で
、

敗
戦
の
四
日
前
、
戦
死
し
た
。 

 

一
九
五
六
年
、
龍
介
と
燁
子

は
、
孫
文
生
誕
九
十
年
の
祝
典

に
、
国
賓
と
し
て
中
国
に
招
待

さ
れ
た
。
毛
沢
東
、
周
恩
来
と

と
も
に
壇
上
か
ら
メ
ー
デ
ー
に

臨
席
し
た
。
現
在
に
至
る
ま
で

中
国
の
新
し
い
大
使
は
赴
任
す

る
度
に
、宮
崎
家
を
訪
問
す
る
。 

燁
子
と
白
洲
正
子 

 

白
洲
正
子
の
自
伝(

新
潮
文

庫)

に
よ
る
と
、柳
原
家
と
正
子

の
樺 か

ば

山 や

ま

家
と
は
、
姻
戚
関
係
に

あ
る
。
燁
子
を
樺
山
家
で
預

か
っ
た
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
。 

 

正
田
美
智
子
が
皇
室
に
入
る

と
き
、
「
平
民
」
の
女
性
を
皇

太
子(

現
上
皇)

の
妃
に
す
る
こ

と
に
憤
慨
し
て
、
燁
子
か
ら
正

子
に
電
話
し
て
き
た
と
の
こ
と
。

「
共
産
主
義
」
の
龍
介
と
結
婚

し
て
も
、
附
焼
刃
の
思
想
よ
り

も
、
「
公
家
」
の
血
が
濃
か
っ

た
と
正
子
は
笑
っ
て
し
ま
っ
た

と
書
い
て
い
る
。 

 

そ
こ
ひ
な
き
闇
に
か
が
や
く 

星
の
ご
と
わ
れ
の
命
を
わ
が 

う
ち
に
見
つ (

白
蓮
辞
世
の
歌) 

白蓮(1885～1967) 



  

 

 

 

 

 

  

（有）あさひ堂 

（株）一谷住宅 

イン・ザ・ルーム亀岡店 

上段税理士事務所 

（株）高木設備 

たにやま鍼灸整骨院 

田端輪業 

（有）土佐寿司 

（有）西村テレビ 

みづほ電工 

理容ちどり 

 

 
（五十音順） 

 

外出支援サービス（事業紹介） 

 

編 

集 

後 

記 

 

年
末
恒
例
【
今
年
の
漢
字
】は 

「
熊
」
で
し
た
。
全
国
か
ら
約
１
８

万
票
も
の
応
募
が
あ
り
、
２
位

の「
米
」
と
は
わ
ず
か
１
８
０ 

票

差
だ
っ
た
そ
う
で
す 

▼
日
本

各
地
で
ク
マ
の
出
没
が
相
次

ぎ
、
人
身
被
害
や
、
死
傷
者
数

が
過
去
最
多
と
な
っ
て
お
り
、
京

丹
波
町
内
で
も
出
没
情
報
を
聞

き
ま
す 

▼
出
く
わ
し
た
ら
、

大
き
な
声
を
上
げ
ず
、
背
中
を

見
せ
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
後

ず
さ
り
す
る…

 

そ
の
よ
う
な

こ
と
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
そ

ん
な
冷
静
に
対
応
で
き
る
か

な
？
び
っ
く
り
し
て
、
声
は
出
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と

慌
て
て
逃
げ
出
す
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
も
し
く
は
腰

を
抜
か
し
て
身
動
き
取
れ
な
い

か
の
ど
ち
ら
か
で
し
ょ
う
ね…

 

▼
散
歩
を
日
課
に
近
所
を
歩
い

て
い
ま
す
が
、
シ
カ
や
、
イ
ノ
シ

シ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
は
た
ま
に
見
か

け
ま
す
。
シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
は
逃

げ
て
い
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
タ
ヌ
キ
だ
け
は
近
い
距
離
で

も
、『
あ
ぁ
お
前
か
ご
苦
労
さ

ん
』
と
で
も
言
い
そ
う
な
感
じ
で

こ
ち
ら
の
顔
を
見
な
が
ら
、
す

れ
違
い
ま
す( 

笑) 

▼
た
だ
写
真

を
撮
ろ
う
と
近
づ
い
た
ら
地
面

に
ひ
れ
伏
し
動
か
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
が【
タ
ヌ
キ
寝
入
り
】

の
語
源
か
！
と
そ
の
時
は
納
得

し
た
の
で
す
が
、
身
を
守
る
術

と
し
て
、
や
は
り
有
効
な
ん
で
し

ょ
う
か
ね
？
タ
ヌ
キ
さ
ん
に
聞
い

て
み
た
い
で
す
。  < 

編
集
子 > 

 一般の公共交通機関を利用することが困難な 

高齢者等に対して、利用者の居宅と医療機関等 

との間を送迎するサービスです。  

福祉有償運送として、京丹波町から委託を受け 

行っています。 

【利用対象者】 

おおむね 65歳以上であって、下肢が不自由な方 

又は行政が必要と認めた方を対象としています。 

▶サービスを利用するには？ 

■京丹波町に利用申請が必要になります。  

 

① 役場の福祉支援課（もしくは役場支所窓口）で 

利用申請書を入手のうえ、届け出する。 

② 役場担当職員による現状等の聞き取り。 

③ 利用可否決定通知か届く。（1週間程度） 

 

※決定通知が届けば、クローバーを含む、各指定業

者へ送迎の予約をすることができます。 

▶ご利用にあたって… 

■ご利用は月 4 回以内を目安としてください。  

■買い物などを目的とした利用は、月 1回のみ 

（行先は京丹波町内限定）となっています。 

■休日（土・日・祝）や、事業所の営業時間外の利用

はできません。 

 

多くの方が利用されるサービスです。 車や運転

員の確保が必要なため、前日や当日のご依頼には

対応できない場合があります。 なるべく早い段階

でのご予約をお願いします。（途中立ち寄る場所が

ある場合も事前にお知らせください。） 

 利用回数 利用人数 移送距離 

4月 189 54人 1760.8km 

5月 173 51人 1406.6km 

6月 193 57人 1662.1km 

7月 215 52人 2062.2km 

8月 184 50人 1508.2km 

9月 199 53人 1960.4km 

10月 236 63人 2591.0km 

11月 188 57人 1792.1km 

※ピーク時（２０１１年）は月平均３２１回／２６９９km の利用があった。 


